
学活活動⑵
HR活動⑵の
内容

小学校 中学校

ア 基本的な生活習慣の形成
イ より良い人間関係の形成
ウ 心身ともに健康で安全な生
活態度の形成
エ 食育の観点を踏まえた学校
給食と望ましい食習慣の形成

ア 自他の個性の理解と尊重，
より良い人間関係の形成
イ 男女相互の理解と協力
ウ 思春期の不安や悩みの解決，
性的な発達への対応
エ 心身ともに健康で安全な生
活態度や習慣の形成

オ 食育の観点を踏まえた学校
給食と望ましい食習慣の形成

小中学校の学級活動⑵の内容



視点

学年

食
事
の
重
要

性 心
身
の
健
康

食
品
を
選
択

す
る
能
力

感
謝
の
心

社
会
性

食
文
化

第1学年
給食を残さず
食べよう

野菜を知ろう おはしの持ち
方

第2学年
元気な体をつ
くろう

野菜を育てよ
う

地域の食材を
見つけよう

第3学年
よく噛んで食
べよう

おやつの摂り
方を考えよう

命の大切さを
体験しよう

第4学年
朝食の大切さ 感謝して食べ

よう
日本各地の料
理と食文化を
知る

第5学年
食生活を見直
そう

1汁3菜で栄
養素を学ぼう

食事の作法に
ついて学ぼう

第6学年
1日の献立を
考えてみよう

食品ロスや食
量自給率を知
る

世界の料理を
知る



小中が系統的に学ぶ学級活動⑵題材一覧表例

小中が系統的に学ぶ学活⑵題材一覧表



小学校学級活動⑵の学習過程



①問題の発見・確認
学級活動⑵HR活動⑵の問題「題
材」は教師が指導計画から設定する。
児童生徒に課題意識を持たせるた
めの工夫に留意する。



小学校学級活動⑵の学習過程



②③解決方法の話合い・決定
自己の生活課題について自主的
に把握し，話合いによってより良
い解決方法を見つけ，自分の目標
を意思決定する学習の流れに留意
する。



小学校学級活動⑵の学習過程



④決めたことの実践
学習の後段で意思決定した行

動目標に向かってある一定期間
実践する。児童生徒の活動状況
に応じて関わるカウンセリング
の充実について留意する。



小学校学級活動⑵の学習過程



⑤振り返り
自己の生活をより良いものに
するために実践したことを振り
返る振り返りの視点に留意する。
※YWT法の視点からの振り返り
Y：やったこと
w：分かったこと
T：次にやること



中学校学級活動⑵の学習過程



学級活動⑵
の学習過程

小学校特別活動
指導資料（文部
科学省）



意思決定す
る学級活動
⑵の学習過
程

導入
段階 問題の意識化・共通化

ねらいとする一定の生活現象面の問
題を一人一人の子どもに意識させ，そ
の問題の存在が自分だけではなく，み
んなにもあることに気付かせる段階

展開
段階

問題の原因・理由の
追求・把握

ねらいとする現象の問題がどうして
起こるのか，なぜこのように困ったこ
とになるのか，という問題発生の原因
や理由を追求し，理解させる段階

問題の解決・対処の
仕方の追求・把握

前段の「なぜか」の結論を受けて，
「ではどうすればよいか」という問題
の解決や，問題への対処の仕方を十分
に納得させ，理解させる段階

終末
段階 行動目標の意思決定

展開の段階で追求・把握されたとこ
ろの問題への対処の仕方を行動目標と
して意思決定する段階



題材「やさいのひみつ」
＜食事の重要性＞



やさいのひみつ

めあてをつかむ段階

ーめあてー
やさいのひみつを見つけよう

さぐる・見つける段階 決める段階



第 １学年 組 食育プランニングシート

❶ 児童生徒の食に関する課題
（指導計画に基づいて実施する内容にどのような課題がある

か）

〇野菜を食べられるようになりたいと思っている。
●野菜を残す子が多い。
●用意された給食をなんとなく食べている子がいる。

❺ 本時学習のプラン（本時学習の流れ）

課題の把握＜つかむ＞
・人参がありました。
・キャベツがありました。
・玉ねぎがありました。

原因の追究＜さぐる＞
・野菜を切る前はどんな形をしてい
るのかな。
・ピーマンは苦いから苦手だな。
・ひみつってなんだろう。

解決方法の話合い＜見付ける＞
・きゅうりは緑色で細長いね。つる
つるしてるかと思ったら、とげとげ
しているんだね。
・れんこんは切る前こんな形だった
んだな。
・給食にはこんなにたくさんの野菜
が入っていたんだな。

個人目標の意思決定＜決める＞
・どんな野菜が入っているか見つ
けるのが楽しみだなあ。
・全部見つけるぞ。

❷ 食育の視点と題材名

視点：食事の重要性

題材名：やさいのひみつ

❸ 本時学習で育成する資質・能力

➀ 知識・技能
給食で食べている野菜の名前や形が分かる。

② 思考力・判断力・表現力等
給食で自分が食べている野菜をよく観察し，

気づいたことを発表する。

③ 学びに向かう力、人間性等
野菜に興味関心をもち，これからもっと野

菜を知ったり食べたりしようとする態度を養
う。

❹ 事前の活動プラン
➀ 個々の児童が解決すべき共通の課題を何にするか
野菜の名前や形を気にして食べていない。苦手意識がある。

② 問題意識をどのように高めるか
前日の給食の写真を見せて，野菜がたくさん使われていることに気づく。

③ 授業ではどのような資料を作成するか
・前日の給食の写真 ・野菜の映像 ・実物の野菜（最初の形のもの、切り方を変
えたもの）
・ブラックボックス・がんばりカード

❻ 事後の活動プラ（実践～振り返り）
① 決めたことの実践
がんばりカードを使って，給食に出てきた野菜を見つける。

② 振り返り（振り返りをどのようにするか）
見つけた野菜を今までよりおいしく食べられたか振り返り，マークに色を塗る。

③ 次の課題解決へ（どのように振り返り後から次の課題につなぐのか）
がんばりカードに取り組んだ感想をもとに，次時は給食で使われている野菜以外の

食品に視野を広げて，興味関心を高める。

〇前日の給食の写真を提
示し，どんな野菜が使わ
れていたか想起させる。

〇 野菜の名前や形を気
にしていないことや苦手
意識があることに気づか
せ，おいしく食べるため
に，野菜の秘密を探ろう
とする意欲を高める。

〇ゲームを通して，野菜
の色や形，模様，感触，
におい等を知り，興味を
持たせる。

〇がんばりカードを用い
て，給食で野菜を見つけ
ながらおいしく食べてい
こうとする意欲をもたせ
る。



  

❶ 児童生徒の食に関する課題 
（ 指導計画に基づいて実施する内容にどのよう な課題があるか）  
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❺ 本時学習のプラン（ 本時学習の流れ）  

課題の把握＜つかむ＞ 

 

 

 

原因の追求＜さぐる＞ 

 

 

 

解決方法の話合い＜見付ける＞ 
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第 学年 組 食育プランニングシート 

❻ 事後の活動プラン（ 実践〜振り返り ）  
① 決めたことの実践（ どのよう にして実践に取り組ませるか）  

 

 
 

② 振り返り （ 振り返り をどのよう にさせるか）  

 
 

 

③ 次の課題解決へ（ どのよう に振り返り後から次の課題につなぐか）  
 

 

脇田（ 2 0 1 9 ） 
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❶ ここには、取り扱う食育の視点に関する児
童生徒の実態を書きます。実態は，観察やア
ンケート調査，各種調査の結果等から明らか
にします。



❷ ここには、関連する食育の視点と学習する
題材名を書きます。
視 点：６つの視点から
題材名：体言止めで表記
例）朝食の働き

バランスの良い食事
やさいのひみつ



❸ ここには、本時学習で育成する資質・能力を書きます。
① 知識・技能
給食で食べている野菜の名前や形が分かる。

② 思考力・判断力・表現力等
給食で自分が食べている野菜をよく観察し，気づいたこ
とを発表する。

③ 学びに向かう力、人間性等
野菜に興味関心をもち，これからもっと野菜を知ったり
食べたりしようとする態度を養う。



❹ ここには、事前の活動プランを書きます。
① 個々の児童が解決すべき共通の課題を何にするか
※「好き嫌いをしない」という共通の課題でも「野菜が苦手」
「魚が苦手」というように個々の児童が解決する課題がそれ
ぞれにあるような課題をいいます。
② 問題意識をどのようにして高めるのか
※本時学習の課題意識をどのようなてだてで高めるのかを書き
ます。
③ 授業ではどのような資料を作成するのか
※つかむ段階：グラフ・紙芝居・ブラックボックス
決める段階：がんばりカード・学級会ノート



【つかむ段階】
この段階は，学習のめあてや目標を児童生徒がつかみま

す。題材に関わる調査の結果を表したグラフ等を提示して，
本時学習の問題をつかませます。低学年などは，問題場面
を把握させる紙芝居やペープサート，ロールプレイなどを
提示して把握させます。

【さぐる段階】
この段階は，問題が発生する原因を把握します。
なぜ，このような問題が起こるのか，どこに問題が起こ

る原因があるのかなどを話し合いによって明らかにします。

【見付ける段階】
この段階は，問題解決の方法を話し合いによって見付け

ます。終末の意思決定の材料となるよう，情報収集してき
たことなどをもとに話し合います。

【決める段階】
この段階は，前段の見つける段階の話し合いを受けて，

自分にあった解決方法を意思決定します。



バランスの良い食事

きらいな食べ物
アンケートの結果

野菜がきらい（にがて）な人
が多い。
・にがい
・においがする
・かんだ感じ

ーめあてー
にがてな食べ物をこくふくする自分にできる

方法を見つけよう。

食べ物のはたらき 解決方法を見つける話合い

・他の食材と一緒に
・小さくして
・噛まずに飲み込む

自分にできる方法を見つける
・他の食材と混ぜて
・小さく切って食べ
る



バランスの良い食事

きらいな食べ物
アンケートの結果

野菜がきらい（にがて）な人
が多い。
・にがい
・においがする
・かんだ感じ

ーめあてー
にがてな食べ物をこくふくする自分にできる

方法を見つけよう。

食べ物のはたらき 解決方法を見つける話合い

・他の食材と一緒に
・小さくして
・噛まずに飲み込む

自分にできる方法を見つける
・他の食材と混ぜて
・小さく切って食べ
る



❻ 事後の活動プラン（実践〜振り返り）
① 決めたことの実践
※意思決定した行動目標の実現にどのように取り組ませるのか
② 振り返り
※どのように活動を振り返らせるのか
例）活動後何日で振り返らせるのか

※どのような視点で振り返らせるのか
例）自分が取り組んだことは何か

取り組んで分かった事は何か
次に挑戦したい事は何か

③ 次の課題解決へ
※振り返り後に取り組ませる事
例）目標の修正・目標の変更

※個への関わり
カウンセリングの充実



○学級の人間関係が良
好であれば，子供たち
の食が進み残食率が低
くなる。
（平田，2019）



DVDを見た後，給食センターに届いたＡ子の手紙

私は、今まで給食の時間はなんであるんだろう。
なくなればいいのにと思っていました。でも、ある
動画を見て考えが変わりました。その動画で、わた
したちは、動植物の命をいただいていることを知り
ました。それを見て今まで自分はなんてひどいこと
をしてきたんだろうと思いました。それから、私は
給食を残さず食べるようになりました。この間おか
わりをして先生にもほめられました。2ヶ月ずっと
残していません。



ご清聴有難うございました
友達がいるから笑顔になれる

友達と食べる美味しい給食で
もっと笑顔になれる


